
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
０１ 児童の登校・日常における危機回避能力を育む交通安全指導  
 

                     本校は県道１号さいたま川口線（第二産業道路）と県道２１４号    
新方須賀さいたま      線の近くに位置し、交通量の多い地区です。また学区も縦に長く、 

一番遠い場所らの登校には、20 
分以上かかる児童もいるため、 
交通安全への配慮は重要不可欠 

となります。そこで、通学路や生活圏内における交通での危険 
な場所や注意すべき場所、また近隣の交通事情や事故等の状況 
を知り、交通安全について考える指導や自転車乗り方シュミレ 
ーター体験等から学ぶことで、交通事故から身を守る方法を 
育んでいます。 
 

 

０２ 緑が溢れ昆虫や動植物が集まるビオトープ 
                     

本校には季節によって花を咲かせたり、実を実らせ 

たりする植物が数々あり、学校を彩り、緑豊かな環境 

を育んでいます。また本校にはビオトープがあり、埼 

玉県緑化推進委員会生態系保護協会の支援により、地 

下１０ｍの井戸を掘り、地下水をくみ上げ流しています。平成１３年の完成から２０年ほど経過 

し、水辺周辺には様々な昆虫や鳥、植物が緑を賑わわせ、中には準絶滅危惧種の植物もあるビオ 

トープとなりました。途中水が干上がることもありましたが、全校児童で取り組む再生化計画や 

児童委員会による美化活動で、元の緑豊かな状態になりました。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

＞＞＞＞＞ 

スローガン  かしこく やさしく たくましく生き抜く子  笑顔と歌声あふれる学校 

 

めざす児童像 主体的に考える子        （知）かしこく 

思いやりや感動する心をもった子 （徳）やさしく    生涯学び続ける子 

       体力のある子          （体）たくましく   （生き抜く子） 

めざす学校像 学ぶ喜びのある学校    安全で美しい学校 

       家庭や地域と連携した教育活動を行う、信頼された学校 

       人との関わり合いを大切に、地域と共に歩む学校 

めざす教師像 豊かな人間性を備え、子どもに添った指導のできる教師 

       確かな授業力をもち、個に応じた指導ができる教師 

       教育者としての使命感のある教師 

■所在地：さいたま市見沼区大字東新井７１０番地５    ■電話：048-686-2125 

■FAX：048-686-5350     ■交通：JR大宮駅東口よりバスで南中野バス停下車５分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

海老沼小学校 



 

 

 

 

 

 

 
 
０３ 世界すべての人の幸せを願って行動する心育む福祉教育 

               

               児童委員会の一つである環境委員会の取り組みとして、ペット 

              ボトルキャップを回収しています。これは回収業者に資源として 

引き取られ、その時生じた金額の一部が、「世界の子どもにワク 

チンを 日本委員会」に寄付されます。その後当委員会はユニセ 

フと連携して世界のワクチン工場へ発注し、製造・空輸されて支 

援国に届けられます。どの学年の児童も、この取り組みに参加し 

環境委員会児童はペットボトルキャップの収集率があがるよう、 

様々な工夫を凝らしています。この取り組みが、児童の互いに助 

け合おうとする心を育む一端を担っています。 

 

 

 

 


